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阪大･工 一 柳 正 和
§1･非線形応答理論
50年代に線形応答理論1)が確立され,揺動散逸定理が完結してから30年を経過した｡一方,
非線型不可逆過程は,Prigogineの変分原理によって解析することができた｡統計力学の立場
から,Prigogineの変分原理を基礎づけることはまだ完成していないように思われる｡この意
味で,Kubo理論を非線型応答まで含めるように発展さすことは興味あることにちがいない｡
vanKampenの批判にある程度答える上でも,非線型応答の理論を展開する必要があるよう
に思われる｡
非線型応答理論の要点2)は,次の通 りである｡外力V(i)の作用している物理系の密度行列
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